
宣 言 日 令和　3年　10月　26日

住 所 所沢市東狭山ヶ丘1-68-12

県内企業等の名称 株式会社　昭計

代表者役職 氏名 代表取締役　水野秀和

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

環境配慮型商材を採用したリフォームを推
進し、断熱内窓等、高機能エコリフォーム住
宅の普及促進を図る。
＜2020年数値＞
省エネ仕様施工提案率：15％

＜2030年に向けた指標＞

省エネ仕様施工提案率：80％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

省エネ仕様施工提案率：50％

社員参加型の社会貢献活動として、事業所
周辺及び近隣の清掃を実施する。
＜2020年数値＞
年８回/参加のべ24名

＜2030年に向けた指標＞

年１２回/参加のべ４０名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

年１０回/参加のべ36名

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

産業廃棄物の全発生量１５,０00kg／年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

産業廃棄物の全発生量2０,０00kg／年

解体作業が少ないカバー工法を推奨し、産
業廃棄物を削減する。
＜２０２０年実績＞
産業廃棄物の全発生量2４,000kg／年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の理念は安心・信用・信頼です。社員、関係業者様とパートナーシップを結び、技術、知識、モラル、
など働く人と共に学び、事業を通じて住宅性能向上を推進することで住宅内での健康被害やエネル
ギー消費量を抑えた住まいづくり、地域環境づくりへ貢献することが可能と考えております。
この考え方は持続可能な開発目標（SDGs)と同じ方向を目指すと考え、事業活動に取り組むことによ
りＳＤＧｓの達成に貢献して参ります。

株式会社　昭計

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


